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戦略研究

背 景

・道内では、多くの市町村で過疎化や産業の衰退が進み、生活環境の維持が困難になりつつあります。
・さらに、高齢化率は全国平均を上回る状況にあり、各自治体は高齢者福祉サービスの存続に苦慮しています。
・市街地から遠い集落の高齢者の通院や、隣家が離れた集落での緊急時の対応なども課題となっています。
・こうした課題を解決するために、ＩＣＴ(情報通信技術)を活用した高齢者の見守りに期待が寄せられています。
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成 果

期待される効果

・喜茂別町などへの普及 ⇒ 高齢者見守りへの活用、福祉施策などへのデータ活用
・道内企業への技術移転 ⇒ ICTを活用した見守りシステムなどの事業化

○喜茂別町をモデル地域とした研究開発

1 各種センサの開発

2
インターネットを経由した
データ収集システムの構築

3 システムの動作確認(データ収集実験)

独居高齢者宅への設置・運用試験

4 H30～31：喜茂別町での運用試験
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○開発したシステムにより、居住者の生活パターンやその変化、
住宅内の照度・温湿度などの推移を把握できる
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